２１世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」研究集会　開催報告書

化学研究所　時任宣博・武田亘弘・玉尾皓平・辻勇人

集会名：２１世紀ＣＯＥ「京都大学化学連携研究教育拠点」

化学研究所　有機元素化学セミナー

場所：京都大学化学研究所共同研究棟大セミナー室

日程：2004年1月19日（月）

招待講演者：伊丹健一郎（京大院工）、岩本武明（東北大院理）、大井貴史（京大院理）、片桐利真（岡山大工）、狩野直和（東大院理）、櫻井英博（阪大院工・分子研）、白川英二（北陸先端大）、杉野目道紀（京大院工）、寺尾　潤（阪大院工）、西長　亨（京大化所）、西原康師（東工大資源研）、山口茂弘（名大院理）
主な参加者：京都大学化学研究所、理学研究科、工学研究科在籍大学院生・教官

総参加者概数：100名

講演内容：

　近年高周期典型元素や遷移金属元素を有機化合物に組み込むことにより、様々な機能を持つ化合物が合成されている。今後も元素の特性を生かすことにより、新規機能性物質の創製、新規反応の開発などが行われることが期待される。本セミナーでは、有機元素化学を専門とする日本国内の中堅・若手の研究者を招待して研究集会を開催した。

　講演では、元素化学的な視点から、有機合成化学、構造化学、物性科学、超分子化学、有機反応機構など様々な分野の最新の研究成果が紹介された。具体的には、ホウ素、炭素、ケイ素、スズ、窒素、チタン、ジルコニウム、ニッケル、パラジウム等の元素の特徴を生かした有機合成反応の開発、ケイ素、硫黄、フッ素等の元素の特徴を利用した機能性分子や機能性材料の開発、ケイ素等を含む新規化学種の合成、ホウ素、パラジウム、白金等の元素を利用した合成反応の反応機構に関する研究などが報告された。

　会場には、化学研究所はもとより理学研究科、工学研究科などからも多くの大学院生・教官が参集して活発に討論が行われ、本ＣＯＥ事業の目的の一つである「部局および研究組織間の壁を越えた新規研究者ネットワークの構築」に大きく貢献することができたと考えている。また、休憩時間や懇親会においても活発に意見交換が行われた。本研究集会を通じて、当該研究分野における最新の研究成果について有意義な議論・意見交換が行なわれ、参加する研究者間の交流を深めることもできた。

プログラム

	10:00–10:10
	開会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　高野幹夫　化学研究所長

	
	

	　
	座長　笹森貴裕（京都大学化学研究所）

	10:10–10:40
	Ｎ-スピロ型光学活性相間移動触媒の創製と実用的アミノ酸合成への応用

	
	大井貴史（京都大学大学院理学研究科）

	
	

	10:40–11:10
	高周期14族トリメタラアレンの合成、構造および反応

	
	岩本武明（東北大学大学院理学研究科）

	
	

	
	座長　片山博之（京都大学化学研究所）

	11:10–11:40
	ルテニウム触媒を用いるアルキニルスズに対するスタニル基の移動を伴う付加反応

	
	白川英二（北陸先端科学技術大学院大学材料科学研究科）

	
	

	11:40–12:10
	拡張π電子系の多様性指向型合成

	
	伊丹健一郎（京都大学大学院工学研究科）

	
	

	12:10–13:30
	昼食

	
	

	　
	座長　村田靖次郎（京都大学化学研究所）

	13:30–14:00
	ボウル型共役化合物の合成

	
	櫻井英博（大阪大学大学院工学研究科・分子科学研究所）

	
	

	14:00–14:30
	有機分子へのフッ素の導入による分子間力の制御と超分子構築への利用

	
	片桐利真（岡山大学工学部）

	
	

	
	座長　佐伯友之（京都大学化学研究所）

	14:30–15:00
	強固な炭素骨格縮環により安定化された含硫黄π共役系カチオン種の合成と性質

	
	西長　亨（京都大学化学研究所）

	
	

	15:00–15:30
	オルト位のフッ素原子の特性を利用した非対称ジアリールパラジウム 錯体の合成：鈴木ー宮浦カップリング反応の重要中間体として

	
	西原康師（東京工業大学資源化学研究所）

	
	

	15:30–15:50
	休憩

	
	

	　
	座長　武田亘弘（京都大学化学研究所）

	15:50–16:20
	機能性典型元素化学：典型元素架橋スチルベンの合成と光物性

	
	山口茂弘（名古屋大学大学院理学研究科）

	
	

	16:20–16:50
	アート型錯体を触媒活性種とする新規炭素−炭素及び炭素−ケイ素結合生成反応の開発

	
	寺尾　潤（大阪大学大学院工学研究科）

	
	

	
	座長　辻　勇人（京都大学化学研究所）

	16:50–17:20
	光による高配位ケイ素化合物の配位数制御と反応制御

	
	狩野直和（東京大学大学院理学系研究科）

	
	

	17:20–17:50
	シアノボランの化学：新反応探索と合成化学的利用

	
	杉野目道紀（京都大学大学院工学研究科）

	
	

	17:50–18:00
	閉会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時任宣博　教授

	　
	

	18:00–20:00
	懇親会（宇治生協食堂にて）
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